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1994 年 3 月　静岡市立末広中学校卒業
1996 年 4 月　学校法人 関西学園 関西高等学校入学
1999 年 3 月　学校法人 関西学園 関西高等学校卒業
1999 年 4 月　日本体育大学 体育学部 体育学科入学





2012 年 4 月　学校法人大谷学園大阪大谷大学人間社会学部スポーツ健康学科専任講師
2013 年４月　日本体育大学大学院体育科学研究科体育科学専攻博士後期課程入学
2013 年 4 月　公益財団法人日本体操協会男子強化本部長
2013 年 4 月　公益財団法人日本オリンピック委員会専任コーチ（トップアスリート担当）
2014 年３月　学校法人大谷学園大阪大谷大学　退職
2014 年４月　学校法人慶應義塾大学　総合政策学部専任講師















































































































































































































































































































































































































た．2015 年の世界選手権では日本が 37 年ぶりに
団体総合優勝を果たすことができた．その翌年の
リオオリンピックでは私自身が金メダルを選手と
して獲得した 2004 年から 12 年ぶりの金メダルを
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日本が獲得することができた．現在も強化本部長
として東京オリンピックの金メダル獲得に向けた
指導を行っている．トップ選手の怪我やロシア・
中国の台頭など，リオオリンピックとは状況が変
わり，地元での金メダル獲得が容易ではないなか，
新しい世代の選手も巻き込みながら金メダル獲得
のために対策を行っている．
５．後輩に一言
私は前述のとおり，兄弟のなかで最も劣等生で
あり，指導者である父に期待されないなかオリン
ピックに出場することができた．色々な運にも助
けられたおかげだと感謝しているが，少なくとも
体操にかける思いと勝つための戦略を練ることが
できたのは大きな推進力になったと感じている．
熟達化の研究でも，計画的で質の高い努力を続け
ることが大成するのに重要であると言われてい
る．特に大学生になると私生活においても練習環
境においても変化が大きい．そこで他者に流され
ず，自身の目的に向かって努力を続けることは容
易ではないが，それが達成できた人がゴールに近
づくことができるのだと考えている．また，選手
としての活躍だけでなく，社会で活躍できる力を
つけてもらいたい．選手として活躍することは最
も達成したい目標であると思うが，社会人として
の力を高めることで，自身が目指したい新たな目
標が定まりやすい．きっと競技と同じくらいやり
がいを感じる仕事や仲間に出会うことができる可
能性が高まるはずである．具体的には英語や論理
的思考力，自己認識力などである．社会での活躍
は自身の人生を充実したものにするだけでなく，
選手に対するあこがれの醸成にもつながるであろ
う．ぜひ選手として，また人生のゴールに向かっ
て充実した学生生活を過ごしてほしい．
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